
外務省 東京大学「人間の安全保障」プログラムシンポジウム2010春II

アジアにおける人間の安全保障の実現
REALIZING HUMAN SECURITY IN ASIA

2010年 2月23日（火） 10:30～17:35 (開場 10:00）

会場： 東京大学 駒場キャンパス 学際交流ホール

Date:  Tuesday, 23 February, 2010      Time: 10:30-17:35
Venue: Administration Office 3F, Komaba Campus, the University of Tokyo

【定員】 150名 【使用言語】 日本語・英語（同時通訳有り）

【お申込み】 事前申込制。参加のお申込みは東京大学「人間の安全保障」プログラムのホームページのフォーム

(https://ps120.xbit./jp/~w120008/Sympo_MOFA/eng/index.php) からお願いします。

【お問い合わせ】 外務省 国際協力局 地球規模課題総括課 （石原／柏口） TEL: 03-3580-3311

【主催】 外務省 東京大学大学院総合文化研究科「人間の安全保障」プログラム(HSP)

Language: Japanese and English (simultaneous interpretation provided)

Registration: Please submit a registration form 

(https://ps120.xbit./jp/~w120008/Sympo_MOFA/eng/index.php) from the web site of 

the Graduate Program on Human Security of the University of Tokyo.
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アジアにおける人間の安全保障の実現―
日本とASEANが担う役割とは？

人間一人ひとりに着目する人間の安全保障を、日本政府は外交の柱の一つとして位置付け、推進してきました。
アジアを始めとする世界各国において、日本が国連に設置した人間の安全保障基金や二国間援助を通じて、人
間の安全保障の実現を目指すプロジェクトを支援してきています。また、人間の安全保障委員会への支援、人間の
安全保障フレンズ会合の立ち上げ・開催などを通じて、国際社会における人間の安全保障の概念普及も進めてい
ます。
今後、アジアにおいて人間の安全保障を更に推進していくためには、「国境を越えた問題」というまさに人間の安

全保障と密接に関連する問題について対応策を協議・実施する場ASEANは、非常に重要な役割を担っています。
今回のシンポジウムでは、外務省関係者、ASEAN関係者、人間の安全保障基金の支援を受けてアジア地域で

実施されているプロジェクトに携わっている邦人国連機関職員、ASEANや人間の安全保障分野の研究者等の参
加の下、アジアにおいて人間の安全保障の実現のためにいかなる取組が行われているのかを紹介するとともに、ア
ジアにおける人間の安全保障の更なる推進に向けた課題及び今後のASEANとの協力のあり方について幅広く議
論を行います。

【プログラム】
10:30 開会の辞

・西村智奈美 外務大臣政務官
・田中明彦 東京大学副学長（予定）
・スリン・ピツワン ASEAN事務局長（ビデオメッセージ）

11:00～11:40 第１セッション：「アジアにおける人間の安全保障の実現に向けて」
・ミスラン・カルマインASEAN社会・文化共同体担当事務局次長

「ASEANにおける人間の安全保障の実現に向けた取組」（仮）
・質疑応答

11:40～13:00 ランチ・ブレーク
13:00～14:30 第２セッション：「アジアにおける人間の安全保障基金プロジェクトの実施」

・小沼廣幸 FAOアジア太平洋地域事務所長代行兼次長
「タイ・メーホンソーンにおける高地生活の総合的発展」プロジェクト（タイ）

・野田章子UNDPモンゴル事務所副所長
「モンゴルにおける不利な立場にある地方の人々に対する人間の安全保障向上のための包
括的コミュニティーサービス」プロジェクト（モンゴル）

・中井恒二郎 WFPミャンマー・ラオカイ事務所長
「国境地域における元ケシ栽培農家及び困窮家庭に対する支援事業」（ミャンマー）

・中山順子 ILOマニラ準地域事務所テクニカルオフィサー
「帰還したトラフィッキング犠牲者の経済社会的能力強化事業」（タイ、フィリピン）

・質疑応答
14:45～16:30 第３セッション：「ASEANにおける人間の安全保障の実現に向けた取組」

・ダン・グエン・アイン ベトナム社会科学アカデミー国際協力局長
・旭英昭 東京大学教授
・プラチャヤニー・プランパン社会開発・人間の安全保障省政策戦略局国際問題上級事務官
・道傳愛子 NHK解説委員
・鹿取克章 外務省ASEAN担当大使
・討論

16:45～17:35 第４セッション：「アジアにおける人間の安全保障実現に向けたASEANとの協力」
・恒川惠市 JICA研究所長
・植野篤志 外務省国際協力局地球規模課題総括課長

【会場のご案内】
東京大学駒場キャンパス
（アドミニストレーション棟３階 学際交流ホール）
〒153-8902 東京都無黒く駒場3-8-1
・渋谷駅から京王井の頭線（吉祥寺方面行）
―「駒場東大前駅」東口徒歩1分

・下北沢駅（小田急線）及び明大前駅（京王線）から京王井の頭線（渋谷行）
―「駒場東大前駅」東口徒歩1分


	外務省　東京大学「人間の安全保障」プログラムシンポジウム2010春II�アジアにおける人間の安全保障の実現�Realizing Human Security in Asia
	アジアにおける人間の安全保障の実現―�日本とASEANが担う役割とは？��　人間一人ひとりに着目する人間の安全保障を、日本政府は外交の柱の一つとして位置付け、推進してきました。アジアを始めとする世界各国において、日本が国連に設置した人間の安全保障基金や二国間援助を通じて、人間の安全保障の実現を目指すプロジェクトを支援してきています。また、人間の安全保障委員会への支援、人間の安全保障フレンズ会合の立ち上げ・開催などを通じて、国際社会における人間の安全保障の概念普及も進めています。�　今後、アジアにおいて人間の安全保障を更に推進していくためには、「国境を越えた問題」というまさに人間の安全保障と密接に関連する問題について対応策を協議・実施する場ASEANは、非常に重要な役割を担っています。 �　今回のシンポジウムでは、外務省関係者、ASEAN関係者、人間の安全保障基金の支援を受けてアジア地域で実施されているプロジェクトに携わっている邦人国連機関職員、ASEANや人間の安全保障分野の研究者等の参加の下、アジアにおいて人間の安全保障の実現のためにいかなる取組が行われているのかを紹介するとともに、アジアにおける人間の安全保障の更なる推進に向けた課題及び今後のASEANとの協力のあり方について幅広く議論を行います。

